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支部会報 第７号発刊によせて 関西支部長 木内 尚之 
 平素は岐阜大学工業倶楽部 関西支部の活動や行事にご協力とご支援いただき、誠にあり

がとうございます。関西支部会報第７号の発刊に当たり、一言、ご挨拶申しあげます。昨年

の総会の役員改選により支部長を勤めさせて頂く事になりました。浅学菲才で有りますが岐

阜大学工業倶楽部関西支部の益々の発展に力を尽くしたいと思いますので皆様方のご支援、

サポートを宜しくお願い致します。 
さて、先期を振り返りますと、岐阜大学工業倶楽部発足７０周年記念行事が岐阜大学柳戸

キャンパスで盛大に行われました。現在進行中の新技術リニア新幹線の講演を頂き、また懇

親会では恩師、旧友、先輩、後輩との懇話で有意義な時を過ごされた方が多かったと思いま

す。関西支部からはバスをチャーターして、多くの関西支部会員の方が参加して有意義な時

を過ごしました。また関西支部の行事としましては、大阪大学レーザーエネルギー学研究センター見学、阪神高速道路

（株）震災資料保管庫見学、交流会ゴルフコンペなどを行いまして、新技術の展望、過去の悲惨な事故の視察、会員相

互の親睦などを行いました。今期は先期同様の行事に加え、多くの世代の会員の方々に御参加いただける様に「イノベ

ーションプロジェクト」の推進を行ってまいります。 
今の世界の経済状況は中国経済の先行きの不透明と原油安、強いてはアラブの動乱などで世界経済は激動しています

が、日本経済はその影響を受けながらも堅調に成長をしていると思えます。その様な状況でイノベーションプロジェク

トは会員の所属企業、関西に立地する企業や、研究機関などの技術情報を岐阜大学工学部への橋渡し、交流を通じて、

母校岐阜大学と地域社会への貢献ができる‘何か’を見つけ得るのではないか？と考えています。 
支部会員の皆様、今後とも当支部活動へのご協力とご支援を重ねてお願い申し上げます。 
 

ご挨拶                                 岐阜大学工業倶楽部会長 坪内 繁樹 
 岐阜大学工業倶楽部関西支部の皆様には、益々のご健勝でご活躍のこととお慶び申しあげます。

また、この度の第８回関西支部定期総会の開催を心よりお祝い申し上げます。さらに、日頃より

工業倶楽部の活動、事業にご協力とご支援をいただいており、厚く御礼申し上げます。特に、昨

年１１月に開催しました工業倶楽部設立７０周年記念事業には関西支部からもたくさんの方の

ご参加を頂き、重ねて感謝申し上げます。私は、昨年６月に前任の臼井さんから会長職を引き継

ぎましたが、工業倶楽部の活動がさらに活発になるように一生懸命務めさせていただきたいと考

えていますので、今後とも皆様のご協力とご支援をよろしくお願いします。 
 現在、岐阜大学工業倶楽部は設立７０周年を過ぎ、会員数２７，４００名を超える同窓会組織

となっていまして、様々な分野で多くの人が活躍されており、長い歴史と伝統のある団体になっ

ています。岐阜大学工業倶楽部は会員の皆さんの親睦と絆をより深めるために様々な活動をおこなっていますが、昨年の 

１１月に設立後初めて総会（記念事業）を開催し、多くの恩師や諸先輩方のご参加を頂き、会員の皆さんが久しぶりに旧交

を温められ、多くの方との交流・親睦が図れ、盛大に開催できましたことを大変うれしく思っています。今後とも１０年毎

には開催できるように検討したいと考えています。 
また、関西支部は平成２１年に設立され、現在の会員数は１５４名で、その活動は支部会報の発行、会員名簿の管理、先

進技術の講演会、企業の訪問等非常に活発に活動をされており、会員の皆さんの交流、親睦により以前にもまして皆さんの

絆が深まってきていることに感謝申し上げます。しかしながら、関西支部さんも（その他の支部も同じですが）新規加入会

員の伸び悩み、後継者不足の悩みを抱えられており、工業倶楽部としても一緒に対策を講じていきたいと考えています。 
また、今後とも岐阜大学工業倶楽部は会員の皆さんの親睦と絆をより深めるために、母校の岐阜大学、工学部の情報の発

信に努めるとともに、支部活動の支援や新たな支部の設立にも注力していきたいと考えています。さらに、岐阜大学、工学

部の更なる飛躍に向けて、従来からも行っています工学部、研究室、在学生の支援や国際交流の活動支援を継続していくと

ともに、工業倶楽部会員の皆さんが勤務されている企業・団体と岐阜大学との共同研究、開発が活発に行われ、皆さんの企

業・団体が益々成長、発展されるような支援を推進したいと考えています。 
最後に、岐阜大学工業倶楽部関西支部の益々の発展と会員の皆さんのご健勝を祈念するとともに、今後とも工業倶楽部の

活動や事業にご協力とご支援を賜りますようにお願い申し上げます。 

岐阜大学工業倶楽部 関西支部会報 第７号 



岐阜大学工業倶楽部関西支部委員会報告 
◇総務委員会◇ 総務委員長 上田 千秋 

 

１．第 7回定期総会および役員会開催 
   2015 年 6 月 21 日、大阪弥生会館にて岐阜大学工業倶楽部関西支部第 7回定期総会を開催致しました。 

出席者 51 名（内来賓 4名） 
   第１部：総会、第 2 部：記念講演、第 3 部：懇親会、第 4 部：学科交流会の構成で、記念講演は現大阪大

学レーザーエネルギー学研究センター 疇地センター長に「レーザー核融合の今昔」のタイトルで講演をお

願い致しました。 
役員会は 2016 年 3 月末までに 6回開催致しました。 

２．学科交流会 
   初めての試みで、総会後、6つの学科別グループ 

（分野が近い学科別）に分かれ、交流会を実施致しま 
した。同じ分野で釜の飯を食った方々の意見交換であ 
り、面識のある教官の先生方の当時の思い出や、今後 
の若手に期待することなど率直な意見交換となり、工 
業倶楽部の活動に期待している事を知る良い機会とな 
りました。今後の活動に生かしていきたいと思います。 

３．イノベーションプロジェクト 
  会員の所属企業が抱える問題を岐阜大学工学部に橋渡しを行い、大学と企業の交流を通じて企業の発展と 
母校の隆盛に貢献することを目的に活動を行う。 
まず、関西支部として対応可能な技術が何か実態把握のため工業倶楽部関西支部会員各位が所有している

資格の調査を協力依頼中。この活動は「岐阜大学産官学連携推進本部」と連携して進めます。 
４．キーマンネットワーク活動（新規会員増強活動） 
  総会の学科別交流で確認した意見を参考に若手世代の方の参加者を増やすという命題に向け、若手メン 
バーの意見を反映出来る方策を検討中です。 
まず、各年代毎で関西地域在住者への声掛けに漏れがないように勧誘活動を実施中です。 

 
◇会報編集委員会◇ 会報編集委員長 菅村 浩 
 

会報編集委員会は、第７号会報の発行とホームページの更新を行いました。会報については、会員の皆様

に関西支部の活動が良くわかるような紙面を心がけました。また、ホームページの更新については、タイム

リーに行事の案内や結果を掲載しました。行事の結果については、出来るだけ写真を掲載するようにしまし

た。これからも関西支部の情報発信をタイムリーに続け、会員の更なる増加と会員相互の情報交換が出来る

ようにホームページの充実を行ってまいります。 
 

◇名簿管理委員会◇                       名簿管理委員長 米元 孝博 

 

・会員名簿作成（平成 28 年 4 月 16 日） 

  ・会員の動静（平成 28 年 4 月 16 日） 

 会員数 

 平成 27 年 6 月 1 日

増員（＋） 減員（－） 現在の会員数 

 平成 28年 4月 16日 

増減 

   １５１    ７    ４ １５４ ＋３ 



◇行事委員会◇                           行事委員長 東郷 茂 

 

 

 

 

 

行事名 

大阪大学レーザー研 

見学会 

るり渓ゴルフクラブ

でプレーを楽しむ会 

工業倶楽部設立 70 周年

記念事業バスツアー 

阪神高速  

震災資料保管庫 見学会 

開催日 １０月６日（火） 
１０月２８日（水） 

２９日（木） 
１１月１日（日） １１月１５日（日） 

場所 

大阪大学レーザー 

エネルギー学研究 

センター実験棟Ｅ棟 

るり渓ゴルフクラブ 岐阜大学 

 1)講堂 

 2)第 2 食堂 

阪神高速道路  

震災資料保管庫 

参加者 １１名 １３名 １８名 １４名 

ひとこと 

延長約 100ｍ、１２本

のレーザービーム誘

導管、直径 0.5ｍｍの

ターゲット、1千万度

の高温。全てが想像を

絶する、世界でトップ

レベルの施設でした。 

工業化学科３９会と

合同で、亀岡湯の花温

泉に一泊し、素晴らし

い晴天の下、楽しいコ

ンペとなりました。 

優勝は大森氏でした。

総会・超高速新幹線に関

する講演会・大懇親会が

開催され、総勢３００余

名が参加。大いに旧交を

温めました。 

被災構造物を目前に、その

巨大な破壊エネルギーに驚

愕。また最前線で現場指揮

官として活躍された是近氏

の「心意気」に強く感動し

ました。 

るり渓ゴルフクラブで楽しむ会 

７０周年記念懇親会 

震災資料保管庫見学会 

レーザー研見学会 



会会会員員員ののの声声声   
「思いがけない出会い」                      馬場 廣美(電気工学科 1972 年卒) 
 昨年 11月 1日の工業倶楽部設立70周年記念行事で大きく2点の変化があ

った。1つは柳戸キャンパスに移転になって30有余年が経っているにもかか

わらず一度も足を運んだことがなかった。この行事の案内を見ると同時にこ

の機会を見逃せば一生行く機会はないのではないかと胸騒ぎがあり、即刻参

加申込みのメールを入れた。結果的に参加してよかったと大変満足している。

2 点目は記念行事参加を契機に関西支部への入会という想定外の変化です。

当日は初めて会う人ばかりに交じってバスで柳戸キャンパスを往復するとい

う思いがけない行事参加兼バス旅行を楽しませていただいた。卒業以来 40

数年にして岐大に関する大きな変化として記憶に刻まれる年となった。 

 一方、私生活では昨年 4 月にフルタイムの勤務を辞め、ボケ防止意味合い

もあり 3 日／週の勤務に替えて精神的にのんびりと過ごせる時間を作った。

月曜、金曜は、丁度真向かいに住んでいる娘夫婦の孫を朝に保育園へ送り、

夕刻には迎えに行くという役目を仰せつかり孫と触れ合う時間を大切にして

いる。孫は、まだ1歳10か月のかわいい時期なのでそのうち反抗期に入り寄

りつかなくなると思うので、今のうちにかわいがっておこうという魂胆であ

る。あとの休日は、可能な限り歩くことに心がけている。これは健康を考え

体力維持として継続していくつもりです。これといった特技も趣味もないが、楽しみは主にビールを晩酌で飲むこと

です。健康を考慮して休日前夜のみとして、週 3 回は休肝日としている。近い将来“毎日が日曜”になったら毎日が

休日前夜となるため休肝日がなくなると今からどうすべきかと考えている今日この頃である。 

 

◇事務局◇ 
１．事業報告 
・本部会議への出席 

①理事会（6/27、9/29、12/19、5/28(予定)）②70 周年実行委員会(5 回)（7/29、8/26、9/15、10/5、10/23） 
・現役学生への就職支援活動：キャリア支援部門ニュース第 10 号への投稿:青山副支部長（2/29） 
・支部入会勧誘活動 

① 現役学生サークルに対して支部入会 PR 活動文書の配布（10/13～11/末） 
② 70 周年事業参加の非会員 7名に対して入会勧誘し 3名入会（11/1） 

 ・支出経費の節減：関東支部の印刷メーカーに「支部封筒」を発注しコストダウン(約 1万円)を図った。 
・規程類の整備：「慶弔規程」「行事等への金銭支援規程」等の内規の改定（7/25） 

２．第８回定期総会開催のお知らせ 
 ・日時：平成 28 年 6 月 19 日(日)12 時～15 時 40 分 
 ・場所：茨木市福祉文化会館(ｵｰｸｼｱﾀｰ)302･303 号室 
  多数のご参加をお待ちしています。詳しくはホームページをご参照ください。 
＜名簿管理委員会から会員の皆様へのお願い＞   
“入会申込書”で得た会員の個人情報は、「会員への情報発信」と「会員相互の連携」を図る重要なツールとして

支部活動を円滑に進めるため絶えず生きた情報を整理しておく必要があります。そのため、住所や電話番号など

お届け頂いている会員情報に変更が生じた時や、特にメールアドレスの新規取得や変更の際には、お手数ですが

すぐに事務局までご連絡をお願いします。今後とも会員の情報管理には万全を期し、支部活動にのみ活用させて

いただきますので宜しくお願いします。 

 
 
 

ご連絡、お問い合わせ： 
岐阜大学工業倶楽部関西支部 事務局長 大森和男 
〒554-0012 大阪市西区立売１丁目４番９号中井産業ビル４F     
Tel : 090-3996-3306            Fax : 072-738-3369 
E-mail:nrh53171@nifty.com 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:http://homepage3.nifty.com/gifudai-kansai/ 

岐阜大学工業倶楽部関西支部 
発行人 支部長 木内尚之 
編集人 会報編集委員会 

 委員長 菅村浩 
     担当 川那邉修 井上和夫  平井佳紀 

かわいいお孫さんと馬場氏 


